
　３月の県議会において当初予算が成立しました。
予算審議に先立ち、これまでの活動でお聞きした
暮らしの声や県政に参画する政治家としての政策
目標をまとめ、同じ無所属の中野泰誠議員と共に
会派以外では前例にない、中村時広知事へ要望書を
直接提出しました。
　要望内容は、近年頻発する災害に備えるため、
生活や産業基盤となる社会インフラの老朽化対策、
総合的な空き家対策、過疎地域における生活バスや
離島航路の維持など、私が県議会で取り上げてきた
政策を中心に予算措置の充実を求めました。
　また、地元関連では、①上島架橋（岩城橋）の早期
完成へ円滑な事業推進、②しまなみ海道における
サイクリストへの交通ルールの徹底、③県立今治
病院の建て替え、④東予地域唯一のプロチームである
ＦＣ今治と地域活性化に貢献できる必要な連携強化、
⑤今治市からの具体策があれば、しまなみ海道沿線
住民への負担軽減支援の要望を行いました。

　中村県政が昨年５月に策定した「愛媛の未来づ
くりプラン」を踏まえ、西日本豪雨災害からの復興を
はじめ、ＩＣＴ・５Ｇといった最先端技術の積極的
な活用による生産性の確保、将来世代への投資、
社会福祉の充実、中小企業支援、農林水産業の振興、
戦略的な観光施策の展開などに加え、新型コロナ
ウイルスの感染症拡大による様々な影響に対応し、
「愛顔（えがお）あふれる『えひめ』づくり」に取り
組んで参ります。
　全国ペースを上回る人口減少が進む愛媛県は、
前例のない政策課題を柔軟に対応していく発想と
行動が必要になります。令和の新時代にふさわしい
政治活動に奮励していきます。
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先を考え､実行する政治へ

西岡あらた愛媛県政報告



愛媛県知事が本州四国連絡高速道路㈱社長へ申し入れ
　去る１月３０日に行われた、愛媛・広島両県知事としまなみ海道を管理する
本四高速㈱の酒井社長との懇談会で、中村知事が「地元から議論に上がっている
島民の利用料金軽減について、基本的には ( 今治 ) 市が実施すべきものと考えて
いるが、例えば、料金を若干下げることによって利用台数が増え、結果として
本四高速の料金収入が増える可能性はないのか。」 と料金問題を取り上げました。
　本四高速㈱の酒井社長からは、「（しまなみ海道には）生活道路としての面など
様々な面がある。愛媛・広島両県、地域住民、関係機関と相談・議論しながら
一緒に検討していきたい。」と負担軽減に否定的であったこれまでの立場と違う、

　自転車活用推進法に基づき、昨年１１月にしまなみ海道が国の
ナショナルサイクルルートの一つに決定されました。
　同法は、私が衆議院議員時代に超党派の自転車活用推進議員
連盟のプロジェクトチームの一員として立法作業に取り組み、特に
観光面での自転車活用を主張してきたので思い入れがあります。
　しかし、サイクリストの増加により交通安全対策への不安も
指摘されています。本来の立法趣旨でもある、新たな交通体系に
自転車を組み込むためには、交通ルールの周知徹底が必要です。
今回、知事へも要望し安全対策として、２３９,１６４千円の関連
予算が計上されました。
　１０月２５日には、「サイクリングしまなみ２０２０」が
３,５００人規模で開催予定される中、今後も自転車が地域社会と
融合できる必要な取り組みに努めて参ります。

　愛媛県議会地域公共交通活性化議員連盟
（本宮勇会長）のＪＲ四国と予土線の視察で
香川・高知両県に訪問しました。
　人口減少、少子高齢化の加速する地域では、
公共交通ネットワークのサービス水準の低下
が進んでいます。コンパクトなまちづくりと
連携して、通勤、通学、買い物など生活に
必要な足の確保に取り組んで参ります。

【関連予算：３８９,３１８千円】

大変前向きな発言がありました。
　段階的無料化は、昨年１０月の県議会で私が
紹介議員となり、「しまなみ海道沿線住民への
橋の通行料金の負担軽減に関する請願（請願者：
髙取隆宜氏）」を全議員の賛成で採択することで
県レベルでの目途をつけ、現在は今治市議会に
具体策の議論を要請しているところです。
　また、専門家を招いてのセミナーやミニ集会
などを通じて、住民に解決手法の理解を深める
ことで、段階的無料化を実現するつもりです。

瀬戸内しまなみ海道沿線の活性化を
考える懇談会 （1/30･サンライズ糸山）

セミナーやミニ集会などを通じて､段階的無料化が
今治全体の繁栄に必要であることや解決手法の
周知を図る活動を市内各地で展開中。

写真は､自転車活用推進法の立法作業に携わった国会
自転車活用推進議員連盟 ( 超党派 ) での活動。
【自転車活用推進研究会ＨＰに議連活動や議事録など掲載】
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生活の足の確保を

自転車の交通マナーの徹底へ

しまなみ海道の段階的無料化へ

太田昭宏国交大臣 ( 当時 ) 菅義偉内閣官房長官

自転車活用推進法の基になる提言の申し入れ

講師 ： 黒澤武邦 城西国際大学大学院准教授
第３回 今治 ・ 新時代政治セミナー (11/22)

谷垣禎一議連会長 ( 当時 )
二階俊博議連会長代行 ( 当時 )

高知～愛媛間の予土線視察 (12/20)

西岡あらたは、 徹底した現場主義と
実行を政治信条に活動しております。
暮らしの声や政治への要望をはじめ、
しまなみ海道の段階的無料化の効果や
解決手法の説明、 意見交換も少人数
から行っています。
遠慮なくお問合せください。

【電話】 0898-33-0307

ミニ集会募集のお知らせ
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